
一 般 質 問 通 告 書           

 

次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 題 

 

 

 

 

令和 ６ 年 11 月 ４ 日 

                        質問者 真鶴町議会議員   ５ 番 天野雅樹   

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町長 

 

 

 

町長は、昨年11月に執り行われた町長選挙においてコミュニティバスの

充実等、公共交通の利便性を高め、コミュニティバスの無料運行を実施す

ると公約に掲げ当選されました。 

 現在運行しているコミュニティバス、路線バスは便数も少なく不便であ

るとの不満を多くの町民から聞いています。 

 公約に掲げたコミュニティバスの無料運行と地域公共交通システムの改

善実現に向け、どのような施策を行いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域公共交通システムの改善について 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 題 

 

 

 

  

令和 ６ 年 11 月 ４ 日 

                        質問者 真鶴町議会議員   ３ 番 村田知章   

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町長 

 

 

 

来年の2025年は戦後80周年の節目を迎えます。 

 真鶴町として、この節目に当たり、なにか行事などを行う考えはありま

すでしょうか。 

 真鶴町からも多くの若者が出兵され帰らぬ人となっております。 

 また、戦渦に見舞われ、お亡くなりになられた方もおります。 

 昭和59年6月20日には、非核平和都市宣言をしています。 

 戦争を語り継ぐ体験者は減りつづけている現状です。風化させないため

の取り組みなどを伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）戦後 80周年の節目について 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 題 

 

 

 

   

令和 ６ 年 11 月 ４ 日 

                        質問者 真鶴町議会議員   ３ 番 村田知章   

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町長 

 

 

 

真鶴町内でも神奈川県と民間との連携の事業によって、電動キックボー

ドのレンタル事業がはじまりました。 

 町内の移動手段として電動キックボードが加わることによる道路の安全

対策について、どのように考えていますでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）電動キックボードの道路運行の安全について 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 題 

 

 

 

 

令和 ６ 年 11 月５日 

                        質問者 真鶴町議会議員  2 番   加藤 龍     

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町長 

 

 

 

令和5年10月より、小児医療費助成事業が従来の「15歳に達した日以降

の最初の3月31日」から「18歳に達した日以降の最初の3月31日」まで対象

が拡充されました。この制度の変更から1年が経ち、その状況等について

お尋ねいたします。 

 

・拡充分に相当する制度利用の件数及びそのうち町外での医療施設利用に

よる払戻申請分件数、金額について 

・小児医療費助成事業拡充分年代におけるひとり親家庭等医療費助成制度

の利用件数及び町外での利用による払戻申請分件数、金額について 

・小児医療費助成制度とひとり親家庭等医療費助成制度について、重複し

て対象となる方への制度運用はどのように行なっているか 

・実際にこの制度を1年間運用した上で、拡充対象年代への同事業のニー

ズについてはどのように評価するか 

           以上 

 

 

 

 

（１）小児医療費助成事業について 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 題 

 

 

 

 

令和 ６ 年 11 月 5 日 

                        質問者 真鶴町議会議員  2 番   加藤 龍     

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町長 

 

 

 

令和5年3月に「地域福祉（子どもの生活）に関するアンケート報告書」

が公開されました。現在、担当課におきましては意見交換会開催など、当

事者へのニーズ調査を行なっているかと思いますが、その点につきまして

次の点をお伺いします。 

 ・アンケート、意見交換会以外にニーズの調査を行なった方法、事例があ

れば教えてください。 

 ・調査結果を受け施策に反映した事例を教えてください。 

 ・今後調査結果を反映した事業計画があれば教えてください。 

 ・このような事業における広報業務についての現状と考え方を教えてくだ

さい。 

・アンケート報告書や他自体の動向、実態のヒアリングなどを行う中で例

えば医療費が拡充された高校生世代では交通費補助などに高いニーズが

あると考えるが、町はどのような見解か教えてください。 

以上 

（２）地域福祉（子どもの生活）分野におけるニーズ調査について 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 題 

 

 

 

 

令和 ６ 年 11 月 ５ 日 

                        質問者 真鶴町議会議員  ４ 番 黒岩 範子    

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町長 

 

 

 

真鶴町民俗資料館は閉館となりましたが、「歴史的価値のある民俗資料

館を存続させてほしい」という多くの町民の願いにどう答えていくのかが

町に求められていると考えます。以下について伺います。 

（１） 町とエンジョイワークスが結んだ包括連携協定について 

議会に対して、内容の説明は十分だったですか。 

エンジョイワークスの今後の具体的取り組みの内容はどうなります

か。 

（２） 登録有形文化財としての保存を目指す可能性はどうなりますか。 

（３）旧保健センターを石の資料館とする構想との関連はどうなります 

か。 

 

（１）民俗資料館の今後について 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 題 

 

 

 

 

令和 ６ 年 11 月 ３ 日 

                        質問者 真鶴町議会議員  ４ 番 黒岩 範子    

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町長 

 

 

 

２０２４年１１月１日発行（９月定例会)「議会だよりまなづる」の、

私の一般質問原稿に対する、小林町長の校正について伺います。通常、一

般質問は議員各自の責任で原稿を作成しています。内容は「公共施設の統

廃合に関する大枠の方針について」を表題とした、①問「２０２７年頃ま

でに役場施設を廃止し、情報センターに移転。３０年ごろまでに町民セン

ターを廃止し、新小中一貫校の竣工に合わせ、図書館機能と公民館機能を

移転するという方針を今、立てなければならない理由は何ですか。」に対

する答「役場庁舎より情報センターが町民の利便性が高いと考えます」に

対して、町長は答の部分に棒線を引き、コメントの追加として「そんな答

弁してないよね？何のために答弁書を渡しているのよ？頭使わないなら、

せめて手を動かすくらいの仕事をしてくださいよ。頼むから。」と書かれ

ました。また、②問「議会はどうなるのですか」の答「議会の事は議会が

判断されるものです」に対して、町長は答の部分に棒線を引きコメントの

追加として「そんな言い方はしていないよね?」と書かれました。私は、

限られた紙面に納めなければならないので町長が述べられた答弁を全部書

くわけにはいきませんでしたが、町長が述べられていないことを書いては

いません。そのため原稿はそのまま掲載しました。①②についての棒線や

コメントは失礼だと考えます。

（２）議会広報誌の内容に対する町長の校正について 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 題 

 

 

 

 

令和 ６ 年１１ 月 ５ 日 

                        質問者 真鶴町議会議員  ４ 番 黒岩 範子    

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町長 

 

 

 

新生児の誕生は各ご家庭にとっても、真鶴町にとっても大変喜ばしいこ

とです。新生児の健やかな成長を子育て支援の立場からもおおいに応援し

たいものです。以下について伺います。 

① 新生児に対して１年間おむつの無料支給はできませんか。 

② 出産疲れや気ぜわしいお母さんのために、出産から最低３ヵ月間の無

料弁当支給はできませんか。 

（３）新生児に対するおむつの無料支給などについて 
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次のことについて、会議規則第 61条の規定により一般質問を通告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 題 

 

 

 

 

令和 ６ 年 11 月 ４ 日 

                        質問者 真鶴町議会議員   １ 番  山﨑佳奈   

   真鶴町議会議長   田 中 俊 一  殿 

答弁を求める者 町長 

 

 

 

小学生には放課後、子ども・子育て支援により学童保育の「真鶴キッズ

俱楽部」と「子どもいきいきクラブ」が実施されています。その他にコミ

ュニティ真鶴が指定管理となっても変わらず子ども達の居場所として機能

を果たしていますが、子どもたちの居場所として十分とは言えません。さ

らに、これから学校建設に伴い、小学校校舎での小中一貫校が始まると現

在の事業形態が変わることが予想されます。 

そこで以下の質問です。 

１. 町のホームページでは、学童保育の対象者を小学校在学中の小学校

１年生から小学校６年生までとありますが、実際の受け入れが３年

生までなのはなぜですか。 

２. 学童保育事業者は、これまで随意契約のようですが、今後もこの形

態を継続するのですか。 

３. 週末、働いている家庭の場合、子どもを預けられる場所がありませ

ん。そのことについての対策を考えていますか。 

４. 公共の子どもの居場所の必要性について町長も認めており、情報セ

ンター１階を提供してくれていますが、数年後には町役場となるこ

とから現在のように使用できなくなると思います。どのようにお考

えですか。 

子どもの居場所について 


